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In 1909, Shinjo Girls’ School (later Hiroshima Shinjo Senior High School)was established at Shinjo Village of 
Hiroshima Prefecture. This study analyses the process how the new school was accepted at the agricultural village in 
Hiroshima under the strong leadership by a chief instructor Asa Toyotome who had just graduated from JWU. 
She introduced three new systems. Those were Dormitory system, Kakari(Group)system, and Shaon 
(Contribution to local daily life). Her core educational activities were based on her own experiences cultivated in 
JWU days. “Self-initiated and Self-educated”system was newly arranged and introduced under the difficult 
circumstances.
The development of Local Improvement Movement at that time increased the demand of education for girls in 









ばかりの豊留アサ 2（1880 〜 1938）であった。当時としては最先端の女子教育を受けた豊留は，
赴任から二年後には校長となり，その後 24 年間にわたり校長，名誉校長として，日本女子大学
校において学んだ「自学自動」3 を基盤とした教育活動を展開させた。新庄女学校は豊留校長の下，




















































　そうした中 1908 年 4 月に明治政府より吉川元春に正三位を追贈することが決定され，その記
念事業として新庄尋常高等小学校長であった武田収三 20（1875 〜 1945）は，女学校の設立を主
張した。武田は 35 名の賛同者を得るが，この 35 名は新庄村や近隣の有力者で，「農村復興の強












固となる」25 という記事が掲載された。『山県郡報』によれば，1911 年に 300 円，1914 年に 450 円，
















































































































教師を 6 年間務めた。1906 年，26 歳の豊留は，小学校時代の恩師谷山初七郎 59 の尽力もあり，
日本女子大学校国文学部に入学する。その後三年間の学生生活を学寮で過ごす。卒業直前の
1909 年に成瀬校長の呼びかけに応えて新庄女学校の教師となることを決意し，卒業後直ちに赴
任した。設立から 2 年後の 1911 年には校長に就任し，その後 24 年間にわたり校長，名誉校長と
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の教育実践を継承させることを試みている点である。確認できる範囲では，1913 年から 1940 年
までの間に日本女子大学校卒業生 8 人が新庄女学校の教員となっている 81。この 8 名の中の一人













































女子大学校創設へ―」『人間研究第 54 号』日本女子大学教育学科の会 2018 年，3 〜 17 頁，「近代日
本における個人性（個性）と社会性―日本女子大学校創設者・成瀬仁蔵の所論を手がかりに―」『愛
知教育大学研究報告 63　教育科学編』愛知教育大学，2014 年，229 〜 236 頁。齋藤慶子・渡邉巧「成
瀬仁蔵における『自学自動』の教育実践とその意義―女子の生活力改善をめざす取り組み―」『人間
研究第 53 号』日本女子大学教育学科の会，2017 年，41 〜 51 頁。真橋美智子「成瀬仁蔵の女子高等
教育―職業教育の視点から―」『女子の高等教育』日本女子大学女子教育研究所，1987 年，98 〜
125 頁。豊留，新庄女学校については以下に詳しい。後藤祥子「広島県新庄学園訪問記―成瀬校長





4 　新庄高等女学校は，計 1,444 名の卒業生を送り出し 1948 年に閉校，新制広島新庄高等学校となった。
5 　水野真知子『高等女学校の研究―女子教育改革史の視座から―』（上・下），野間教育研究所，野間























20　武田収三，1875~1945 年。新庄村に生まれ，1900 年に広島師範学校を卒業。1908 年から 1919 年ま
で新庄尋常高等小学校長を務める。新庄女学校や後の新庄中学校設立（1924）の中心人物で，新庄







25　「新庄女学校記事」『芸備日日新聞』1910 年 2 月 1 日号，3 面。





















41　日本女子大学学寮 100 年研究会編『女子高等教育における学寮―日本女子大学　学寮の 100 年』ド
メス出版，2007 年，22 頁。


























城小学校での教え子。98 年，第一高等学校教授兼舎監に就任。退任後の 1926 年に新庄学園の学園
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年は約 90%，1926 年は約 80% の生徒が寄宿舎に入っていたと推論できる。全校生徒数は女学校・実
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女性が主体的に判断し，自ら考え行動することを「自修自奮」「自活」「自治」と表現した。地方改
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